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【対象・方法】早産児（27-36 週）20 名（男児 11 名、女児 9 名）と満期産児（37-40 週）18 名（男
児 11 名、女児 7 名）を対象とし、出生後の尿中と血液中のアンジオテンシノーゲンを ELISA 法
で測定した。尿の採取には新生児用採尿バックを使用し、尿中アンジオテンシノーゲン値は尿中
クレアチニン値で補正した。 
【結果】早産児の尿中アンジオテンシノーゲン/クレアチニン比は満期産児に比して有意に上昇し
ていた（p=0.0011）。重要なことに血中アンジオテンシノーゲン濃度は両群間で有意差がなかった
（p=0.7288）。さらに尿中アンジオテンシノーゲン/クレアチニン比は在胎週数と負の相関関係にあ
ったが（r=0.5115, p=0.0010）、血中アンジオテンシノーゲン濃度は相関関係がなかった（r=0.0465, 
p=0.7814）。 
【結論】早産児では尿中アンジオテンシノーゲン排泄が増加し、在胎週数に比例して低下してい
たことから、胎生期から新生児期には腎内 RAS が活性化することによって腎の発生、成熟を促し
ており尿中アンジオテンシノーゲンがその指標になっていると考えられた。 
 
 
